ミシュラン　パイロットパワー　テストレポート　第２回　07.07.31
前回予告したように地元の低中速コーナー主体のワインディングに朝練に出かけて公道でのドライ性能レポートです。

■低中速ワインディングにて
私のHPのお気に入りルート：朝練のコース。朝練に出るときのタイヤの表情は前回のツーリング終了時点のまま。
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ルートマップのように非常にクネクネした道で直線も長くありませんので回しても6000回転程度です。
早朝ということもあり、気温は２５℃程度。

1年前に恥ずかしながら転倒してしまった場所であり、その後の初リベンジでもあるため慎重に走行。

（と、レベルの低さの言い訳です・・・）
比較対象はOE装着のディアブロコルサになりますが、

1 倒しこみに抵抗感は感じません。クイックですがいきなりパタンということもありません。
2 コーナリング中のグリップは安心感があります。滑り出しがどうなのかはここでは確認できませんでした。
ディアブロコルサによるものかCBRの特性か、OEでは穏やかな特性でしたので、別の機会に確認してみたいです。
3 路面に対して粘るような感じはありませんでした。
何往復かして朝練コース80km＋往復20km。梅雨の時期の合間ということもあり、今月はこれっきりしか乗れませんでした。
走行後のタイヤの表情です。Fr、Rrの順です。
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タイヤのカスも付いていない程度の走行です。お恥ずかしい。この状態だとタイヤライフは長そうですが、

路面温度が高い時にどうなるか興味があります。
☆次回は8月お盆休みに同じワインディングへ朝練に出て路面温度が高い場合のタイヤ表面の変化をレポートする予定です。
